
 

十
二
月
六
日(

土)

、
体
育
館 

に
て
、
創
立
四
十
周
年
記
念
式 

典(

午
前
中
：
生
徒
式
典
、
午 

後
：
一
般
式
典)

を
実
施
し
ま 

し
た
。
両
式
典
で
は
、
オ
ー
プ 

ニ
ン
グ
で
本
校
の
四
十
年
を
振 

り
返
り
、
期
成
会
の
上
原
修
会 

長
や
生
徒
会
の
普
天
間
加
奈
会 

長
ら
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
期
成
会
か
ら
学
校
車
や 

タ
ン
ブ
ラ
ー
等
の
記
念
品
贈
呈 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
四
時
か
ら
は
、
西
川
公 

民
館
に
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ 

、
西
崎
青
年
会
や
西
川
青
年
会 

に
よ
る
エ
イ
サ
ー
で
、
会
場
は 

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

期
成
会
、
並
び
に
関
係
者
の 

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 

勢
い
を
つ
け
る
三
位
入
賞
！ 

～
島
尻
地
区
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
～ 

 

十
二
月
六
日(

土)

に
開
催
さ
れ
た
島
尻
地
区
新
人
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会(

団
体
の
部)

に
お
い
て
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
が
三
位
入
賞
を
果
た
し 

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
宇
良 

結
衣
美
さ
ん
、
新
本
結
心
さ 

ん
、
玉
城
莉
々
佳
さ
ん
、
関 

口
花
音
さ
ん
、
友
利
夏
菜
さ 

ん
、
北
林
梨
央
さ
ん
、
玉
城 

芽
南
さ
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら 

他
競
技
の
大
会
も
続
い
て
い 

き
ま
す
が
、
勢
い
が
つ
い
た 

と
思
い
ま
す
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン 

部
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め 

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

職
員
も
が
ん
ば
っ
て
完
走
！ 

～
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
～ 

 

十
二
月
七
日(

日)

に
開
催
さ
れ
た

Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
渡

嘉
敷
未
来
先
生
と
宮
城
義
隆
校
長
が

見
事
、
完
走
し
ま
し
た
。
沿
道
で
応

援
し
て
く
れ
た
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

四
十
年
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ 

～
四
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
～ 

 
 

「お祭り」から「修行」へ(涙) 
今年のＮＡＨＡマラソンに久しぶりに出場し

た。過去にも数回完走したことがあるが、実は黒
歴史もある。申込みはしたものの練習をさぼり、
それを言い訳に出場辞退をしたことがあるのだ。 
今回は２学期の始業式に全校生徒の前でＮＡ

ＨＡマラソン完走を宣言することで、後に引けな
い状況をつくり出し、出場にこぎつけた。 
そしてマラソン当日。２万６千名余のジョガー

が一斉にスタート。午前中は涼しく、沿道の声援
にも両手を振りながら満面の笑みで答え、気持ち
よく快調に歩を進めた。７ｋｍ地点では恒例のＹ
ＭＣＡダンスタイム。周りのジョガーと一緒に踊
り、「お祭り」気分が最高潮に達した。だが、平
和記念公園の中間地点を過ぎた辺りから、徐々に
ペースが落ち始め、３０ｋｍ地点を通過。そして
苦しさが増す西中校区は生徒や保護者の声援に
背中を押され、どうにか通過することができた。
そして、体力の限界を感じながら迎えた３５ｋｍ
地点。この辺りから本当の「修行」が始まる。走
ってもきつい。歩いてもきつい。周りの声援を素
直に受け入れられず、「いいよな走らん人は…」
や「なんで俺はお金を支払って、こんなに難儀な
ことをしているんだろう」など、ネガティブマイ
ンドが心の中を吹き荒れる。普段は見えない弱い
心が露呈するのだ。そして、迎えたゴール。その
瞬間、景色が変わる。頑張った自分自身や支えて
くれたボランティア、応援してくれた方々への感
謝の気持ちが自然と沸き上がるのだ。「お祭り」
を楽しみ、「修行」で心身の限界を体験し、その
先で得られる「感動」「感謝」。これこそがこの
マラソンの最大の魅力ではないだろうか… 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言㉚

「 

 

生徒式典 一般式典 

ﾄｩﾝﾄｩﾙﾓｰｶｰｽﾞ  西川エイサー  西崎エイサー 

感謝状授与 

記念品(学校車) 記念品(ﾀﾝﾌﾞﾗｰ) 

普天間加奈会長 


